
第３回 豊橋市市民協働推進審議会 議事録 

 

日 時 令和５年１１月２日（木） 午後２時００分～午後３時００分 

場 所 豊橋市職員会館 ２０１会議室 

報告者 豊田 健二 

出席者 別紙のとおり 

傍聴者 なし 

 

１ 開会                                     

・欠席者 なし 

・事務局から委員の半数以上の出席が確認できたため規則に基づき本会議が有効に

成立していることを説明。 

 

２ 議題                                               

（１）市民協働推進補助金の改正案について（資料１－１、１－２、１－３） 

○事務局から、資料１－１、１－２、１－３について説明。 

・委 員：改正案では「団体概要書」を削除するとあるが、審査する際に支障は

ないのか。 
・事 務 局：「団体概要書」にある審査に必要な項目は他の様式に移動しているた

め支障はない。「団体の年間予算額」は審査に直接不要なため削除し

た。 
・委 員：公益性の審査項目の説明部分を「不特定多数の利益」から「公共の利

益」に変更しているが、これは「特定の少数のためでも公共の利益に

寄与している事業であればいい」という趣旨で変更したのか。 
 ・事 務 局：変更した趣旨は「不特定多数」を狭くとらえて解釈すると例えば「見

守りなど介護を行う団体」、「清掃活動をする団体」などは特定の分

野を対象としていることから対象外になると判断される可能性がある

ため「公共の利益」という文言に変更した。 
 ・委 員：改正案ではつつじ補助金の上限金額が５万円からわかば補助金と同じ

10 万円に変更されており、これまで本審議会にてつつじ補助金の上限

金額を上げる意見もあったので良い判断だと思う。 
・委 員：「構成員名簿」は団体の構成員全員を記載するということか、また名

簿の中に構成員の合計人数を記入する場所があると一目で人数が確認

できる。 
・事 務 局：名簿には構成員全員を記載する。人数に応じて名簿の列を増やして使

用してもらう。名簿の中に合計人数を入れる項目を追加する。 



３ 報告事項                                               

（１）第３次豊橋市市民協働推進計画の主な事業の実施内容について（令和４年度）

（資料２） 

 〇事務局から、資料２について説明。 
・委 員：「施策５ 地域コミュニティ活動の促進」について、市民センターへ

の相談内容とも関わってくることなので市民センターと地域をつな

ぐような形で市民協働推進課が窓口として機能してもらわないと市

民センターだけで自治会と連絡を取るのは難しい。また市民センター

と自治会が連携をして何かできるような事業を検討してほしい。校区

市民館の営利目的利用について、市民センターへ情報提供がないため、

問合わせがあった時に対応できない。同じ市民協働推進課内の事業で

あるならば連携ができるような体制を整えてほしい。 
 ・事 務 局：情報の共有については進めていきたい。 

・委 員：校区市民館の営利目的利用について、過去審議会で説明があったが現 
在の状況について確認したい。 

・事 務 局：令和６年４月１日から校区市民館の営利目的利用が開始される。利用

申込期間は非営利目的で利用する時は２か月前の月の１日から、営利

目的は１か月前の月の１日から予約できる設定、利用料金は営利目的

の場合は非営利目的の３倍と設定した。当初は令和５年４月１日から

開始する予定だったが、審議会から意見を踏まえて１年先延ばしにし

た。現在校区市民館のスタッフへ変更点の説明会を開催し説明会で出

た質問等を参考に運用のガイドラインを作成中。 
・委 員：「鍵の管理」や「使用後の部屋の状況確認」について、市民館のスタ

ッフがいない時間帯もあると思うがそれらの対応について事務局とし

ての認識はどうか。 
・事 務 局：営利目的、一般目的の場合でも運用方法は特に変わらない。「鍵の管

理」は利用が終わったら館に備え付けの「ポスト」に入れて返却して

もらう。ポストは鍵を入れると外からは鍵を出せないように底が深く

なっている。利用者が鍵を入れずに帰ってしまった場合、利用者へ連

絡して鍵を返却するよう伝える。 
・委 員：鍵を持ち帰って無くしてしまう場合もあり得るので、無くした場合は

弁償してもらうなど、細かなことだが始めに伝えておくことが必要に

なると考える。 
・事 務 局：意見を今後の運用に反映する。 
 
 



４ その他                                             

（１）第４回審議会について 
 〇事務局から説明。第４回目の審議会は令和６年３月１８日から２２日の間に実施

予定。議題はつつじ補助金・くすのき補助金書類審査と公開プレゼンテーション

の２つで午前と午後に分けて行う。委員の日程調整が終わったら開催通知を送付

する。 
 
５ 閉会                                               

 以上をもって、本審議会を終了とする。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月５日 
 

議事録署名者 
近田 泰一 
神 智美 



第３回豊橋市市民協働推進審議会出席者名簿 

  

NO 選出区分 氏   名 備    考 

１ 学  識 菊地
き く ち

 裕幸
ひろゆき

 
愛知大学から推薦 

地域政策学部 教授 

２ コミュニティ関係 髙
たか

野
の

 英司
え い じ

 
豊橋市自治連合会から推薦 

自治連合会 副会長 

３ ボランティア関係 佐野
さ の

 雄
ゆう

輔
すけ

 
豊橋市社会福祉協議会から推薦 

社会福祉協議会 職員 

４ 事業者 朝倉
あさくら

 あや子 
豊橋商工会議所から推薦 

豊橋商工会議所女性会 会長 

５ ＮＰＯ関係 吉田
よ し だ

 典子
の り こ

 
市民センター指定管理者から推薦 

豊橋市民センター センター長 

６ 公募市民 長坂
ながさか

 英樹
ひ で き

  

７ 公募市民 近田
ち か だ

 泰一
たいいち

  

８ 若者（大学生） 神
じん

 智美
さ と み

 愛知大学から推薦 

９ 若者（大学生） 越智
お ち

 雄大
た け る

 豊橋技術科学大学から推薦 

１０ 若者（大学生） 渡邉
わたなべ

 誼子
こ と こ

 豊橋創造大学から推薦 

※任期：令和５年５月１０日～令和７年５月９日 

≪事務局≫ 

市民協働推進課 課  長 中澤 浩英 

        主  幹 兵道 邦央 

        課長補佐 文野 耕太郎 

        主  査 山本 紘史 

        主  査 松本 哲明 

        主  事 豊田 健二 


